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は
じ
め
に 

 

九
月
十
八
日
、
天
満
屋
ア
リ
ス
の

広
場
ま
え
で
日
中
友
好
協
会
岡
山

支
部
は
、
柳
条
湖
事
件
（
満
州
事

変
）の
ビ
ラ
を
配
布
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
「
中
国
残
留
孤
児
の
配
偶
者

の
生
活
支
援
を
求
め
る
」
請
願
署
名

も
行
い
ま
し
た
。
こ
の
行
動
に
は
竹

内
理
事
長
、
宇
野
支
部
長
、
小
林

事
務
局
長
、
井
上
監
査
、
と
山
根

さ
ん
（
中
国
帰
国
者
）
、
中
尾
さ
ん

（
平
和
委
員
会
）
の
六
人
が
参
加
し

ま
し
た 

署
名
は
井
上
さ
ん 

 

「配
偶
者
支
援
」の
署
名
は
、
井
上

さ
ん
が
一
人
で
４０

筆
集
め
ま
し

た
。
通
行
人
に
意
義
を
訴
え
、
足
を

止
め
さ
せ
書
い
て
も
ら
う
、
粘
り
強

い
取
り
組
み
に
は
、
毎
度
、
頭
が
下

が
り
ま
す
。 

お
わ
り
に 

今
回
の
参
加
者
六
人
は
、
八
十

代
が
三
人
、
七
十
代
が
三
人
で
平

均
年
齢
は
、
約
七
八
歳
で
す
。
六
五

歳
以
上
が
四
人
に
一
人
の
高
齢
化

社
会
と
は
い
え
、
こ
の
行
動
が
い
つ

ま
で
続
け
ら
れ
る
か
心
配
で
す
。  

 

若
い
人
々
へ
の
働
き
か
け
が
日
中

岡
山
支
部
と
し
て
は
、
緊
急
の
課
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

日
の
盧
溝
橋
事
件
を
機
に
中
国
全

土
に
侵
略
を
拡
大
し
、
ア
ジ
ア
太
平

洋
戦
争
の
敗
戦
（
一
九
四
五
年
八

月
一
五
日
）
ま
で
の
一
五
年
間
に
お

よ
ぶ
、
日
本
の
中
国
侵
略
戦
争
の
始

ま
り
の
日
で
も
あ
り
ま
す
。 

中
国
社
会
で
は
「
九
・
一
八
」
（
チ

ュ
ウ
・
イ
ー
パ
）
と
呼
ん
で
忘
れ
ら
れ

な
い
日
で
す
。 
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日
中
不
再
戦
を
誓
う
日 

マ
イ
ク
を
持
っ
た
竹
内
・
中
尾
さ

ん
は
、
日
本
国
民
は
こ
の
歴
史
を
正

日
本
と
中
国
・
世
界
平
和
友
好
の
た
め
に
！ 

９
・
１８
柳
条
湖
事
件
８２
周
年
街
頭
宣
伝 

こ
の
日
は
、
い
ま
か
ら

八
十
二
年
前
の
一
九
三

一
年
、
関
東
軍
が
中
国

の
瀋
陽
の
柳
条
湖
村
付

近
の
南
満
州
鉄
道
を
爆

破
し
、
中
国
側
の
仕
業
と

し
て
、
柳
条
湖
事
件
を
起

こ
し
た
日
で
す
。 

翌
三
二
年
に
は
、
中

国
東
北
部
を
占
領
、
か
い

ら
い
「
満
州
国
」
を
作
り

上
げ
、
三
七
年
七
月
七

中
国
侵
略
戦
争
の

始
ま
り
の
日 

し
く
認
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
強
調
し
ま
し
た
。 

同
時
に
、
こ
の
戦
争
の
指
導
者
及

び
侵
略
と
加
害
へ
の
反
省
も
謝
罪

も
な
い
安
倍
内
閣
を
厳
し
く
糾
弾

し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
日
中
友
好

協
会
は
、
こ
の
戦
争
の
反
省
か
ら

「
日
中
不
再
戦
の
旗
」
を
高
く
掲

げ
、
憲
法
９
条
の
改
悪
に
反
対
し
、

ア
ジ
ア
と
世
界
平
和
の
た
め
に
運
動

を
つ
づ
け
る
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

マイクで訴える中尾さん 

日
中
関
係
悪
化
の
な
か

で
宣
伝
に
も
工
夫
が 

多
く
の
通
行
人
が
、
ビ
ラ
を
受
け

取
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
中
に

は
「
日
中
友
好
！
何
を
言
っ
て
い
る

の
だ
。
中
国
は
最
近
、
無
茶
だ
」
と

怒
る
人
や
日
本
は
「
村
山
談
話
」
で

謝
罪
し
反
省
し
て
い
る
し
、
こ
れ
ま

で
中
国
に
経
済
援
助
を
し
て
き
た

と
述
べ
「
な
ぜ
、
あ
な
た
た
ち
は
、
そ

れ
に
触
れ
な
い
の
か
」
と
抗
議
す
る

人
も
い
ま
し
た
。
今
日
の
日
中
関
係

悪
化
の
な
か
で
、
宣
伝
に
も
工
夫
が

必
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

左側、署名をお願いする井上さん 

右側、ビラを配る竹内さん 

2299 

 

 

 



 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

１０
月
１
（火
）午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

稲葉 

小林 

真田 

竹内和 

坪井 

◇
対
立
を
あ
お
る
一
部
の
政
治
勢

力
を
孤
立
さ
せ
、
武
力
に
訴
え
な
い

で
矛
盾
を
解
決
す
る
道
を
追
求
す

べ
き
。 

 
 

榊
原 

精 

日
本
科
学
者
会
議
岡
山
支
部
幹
事 

 

◇
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正

と
信
義
に
信
頼
し
た
対
話
を
。 

憲
法
の
精
神
を
生
か
す
と
き
。 

 
 

竹
内
宏
一 

岡
山
高
教
組
書
記
長 

 

◇
現
在
の
状
況
が
放
置
さ
れ
れ

ば
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
早
期
の
話
し
合
い

を
求
め
ま
す
。 

 
 

和
田 

茂 

岡
山
高
教
組
役
員 

 

◇
武
力
を
背
景
と
し
た
威
圧
や
交

渉
で
な
く
、
平
和
的
な
話
し
合
い
で

解
決
し
、
将
来
に
わ
た
る
良
好
な

隣
人
関
係
を
望
み
ま
す
。 

三
上
雅
弘 

岡
山
高
教
組
書
記
次
長 

 

◇
平
和
的
行
動
―
対
話
に
よ
る
解

決
こ
そ
が
民
主
主
義
を
守
る
道
で

す
。 

 
 

岩
佐
仁
志 

岡
山
高
教
組
執
行
委
員
長 

（呼びかけ人） 

池辺晋一郎（作曲家） 上里賢一（琉球大学名誉教授）  

大城立裕（作家） ジェームス三木（脚本家） 

新藤栄一（筑波大学名誉教授） 辻井喬（詩人・作家） 

長尾光之（日本中国友好協会会長） 

森村誠一（作家） 安井三吉（神戸大学名誉教授） 

山田洋二（映画監督） 

〈敬称略・５０音順〉 

 

尖
閣
諸
島
の
領
有
権
を
巡
り
、
両
国
の
対
立
が
激
化
し
、
緊
張
し
た
状
態
が
続
い
て
お
り
、
一
触
即
発
の
状
態
に
あ

る
と
い
え
ま
す
。 

 

こ
の
間
双
方
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
高
ま
り
、
一
部
で
暴
力
的
破
壊
行
為
が
発
生
す
る
ま
で
に
至
り
ま
し
た
。
両
国
の

人
的
、
経
済
的
関
係
、
交
流
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
多
く
の
国
民
が
大
変
憂
慮
し
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
は
日
中
国
交
回
復
４０
周
年
で
し
た
。
今
年
は
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結
３５
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
４０

年
間
の
両
国
の
関
係
の
進
展
は
人
的
交
流
、
経
済
的
つ
な
が
り
な
ど
多
方
面
で
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
昨
年
秋
以
降
、
対
立
の
激
化
と
と
も
に
関
係
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
り
、
こ
の
状
況
が
続
け
ば
、
積
み
重
ね
て
き

た
両
国
民
の
成
果
を
大
き
く
損
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
両
国
の
対
立
と
衝
突
は
害
に
こ
そ
な

れ
、
何
の
利
益
も
も
た
ら
さ
な
い
で
し
ょ
う
。 

 

私
た
ち
は
両
国
の
発
展
を
願
う
立
場
か
ら
、
な
ん
と
し
て
も
武
力
に
よ
る
衝
突
を
避
け
、
早
期
に
こ
の
局
面
を
打
開

す
る
と
と
も
に
、
日
中
両
国
の
関
係
を
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
平
和
友
好

条
約
に
も
あ
る
よ
う
に
、
「相
互
の
関
係
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
紛
争
を
平
和
的
手
段
に
よ
っ
て
解
決
し
及
び
武
力
ま
た

は
武
力
に
よ
る
威
嚇
に
訴
え
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
」（第
一
条
２
項
）
の
条
項
に
従
っ
て
慎
重
に
行
動
す
る
こ
と
、
た

だ
ち
に
話
し
合
い
を
始
め
る
こ
と
、
を
求
め
る
も
の
で
す
。 

２
０
１
３
年
７
月
１
日 

◇
尖
閣
問
題
の
歴
史
も
遡
っ
て
よ
く

中
国
と
話
し
あ
う
べ
き
だ
。 

 
 

江
草
昭
治 

平
和
美
術
会
議
会
長 

 

◇
日
本
の
政
治
権
力
は
尖
閣
諸
島

問
題
の
平
和
解
決
を
唱
え
な
が
ら

行
動
は
す
べ
て
逆
向
き
で
あ
る
。 

 

平
和
と
不
戦
を
世
界
に
誓
っ
た
日

本
国
民
の
代
表
者
で
は
な
い
。 

 
 

佐
藤 

定 

岡
山
９
条
美
術
会
参
与 

 

◇
安
倍
内
閣
が
憲
法
を
変
え
、
戦

争
が
で
き
る
国
に
し
よ
う
と
し
て
い

る
姿
勢
に
腹
立
た
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
平
和
的
解
決
を
望
み
ま
す
。 

 
 

西
村
郁
子 

事
務
職 

 

◇
日
中
平
和
友
好
条
約
の
立
場
で

日
中
関
係
の
平
和
的
な
発
展
を
望

み
ま
す
。 

氏
平
長
親 

平
和
・民
主
・革
新
を
め
ざ
す 

 
 

岡
山
の
会
事
務
局
長 

ニホン人は、なぜ、ニホン語を 

おしえることができるのか？ 57  

竹内和夫 

 

ニホン語はむずかしい？（６） 

 

B : １张纸（１枚の紙）、两条狗（２匹の犬）、３本书（３冊の

本）,,,,,など中国語やニホン語にある物の数え方は、

名詞それ自体の「性」を示すものではなく、あらゆる名

詞にあてはまることでもない。 

B : 私の担当するフランス語は、この点でもスワヒリ語のよう

である。 

フランス語の名詞は、かならず男性／li:vr／リーヴル

（本 livre）か女性／tabl／タブル（机 table）である。

さらに冠詞も形容詞も名詞の性と一致する。 

un grand livre ／ə̃ ｇｒã li：ｖｒ／（ある大きい本）と 

une grande table／üｎ ｇｒãd tabl／（ある大きい机）

は、冠詞も形容詞も男性か女性の音形を必要とする。 

英語の定冠詞は the ひとつ発音は／ðə、ði／である

が、フランス語では le、la、ľ、les、の４つが使い分けら

れる。 

      男性   le／ｌə／ le ｆｒère 兄・弟 

単数               ／ｆｒè：ｒ／ 

      女性   la／la／ la ｓœur 姉・妹 

                  ／ｓə：ｒ／ 

      男性            les ｆｒères 

複数         les／le／     ／ｆｒɛ：ｒ／ 

      女性            les ｓœurs 

                       ／ｓə：ｒ／ 

つづく 

日
本
と
中
国
両
政
府
と
国
民
の
み
な
さ
ん
への
ア
ピ
ー
ル 

平
和
的
な
話
し
合
い
を
通
じ
て
尖
閣
問
題
の
解
決
を 

 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部
は
、
九
月
十
一
日
に
理
事
会
で
、
各
界
の
著

名
人
が
七
月
一
日
に
発
表
し
た
「
平
和
的
な
話
し
合
い
を
通
じ
て
尖
閣
問

題
の
解
決
を
」
と
題
す
る
、
日
本
と
中
国
政
府
と
国
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
応

え
て
「賛
同
署
名
」を
集
め
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。 

ま
ず
理
事
が
自
分
の
友
人
・
知
人
に
訴
え
、
九
月
二
十
四
日
を
第
一
次
集

約
日
と
し
て
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。 

 

現
在
寄
せ
ら
れ
た
賛
同
署
名
の
「ひ
と
こ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。 


